第15回大阪府地方独立行政法人評価委員会病院部会　議事要旨

１　日時　　　　平成22年8月30日（月）　午後3時15分～3時30分
２　場所　　　　大阪府職員研修センター「大研修室」

３　出席委員　　松澤部会長、奥林委員、槙野委員、宮嶋委員、山谷委員
安部委員（オブザーバー）　

４　議題

（１）平成21事業年度の業務実績に関する評価について
　（２）その他

５　議事概要

Ⅰ　開会

○　これまでの部会審議及び評価結果素案作成の経過等について、部会長から説明。
　Ⅱ　議事

（１）平成21事業年度の業務実績に関する評価について
　○　資料5「評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容」、資料6「平成21事業年度の業務実績に関する評価結果（案）」及び資料7「平成21事業年度の業務実績に関する評価結果＜参考資料＞小項目評価（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明。
○　また、事務局から評価結果を報道提供する際の資料として資料8「平成21事業年度の業務実績に関する評価結果の概要」を作成した旨の説明。

○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第21回評価委員会で部会の案として報告することとなった。

（２）その他
○　特になし。

Ⅲ　閉会

○　閉会に当たって、部会長から次のコメントがあった。

・　65億円の不良債務を5年間で解消するという1つのはっきりした目標があり、大変プレッシャーがかかっていたが、目標を計画以上に進展させ、今年はＡよりＳに近い結果だった。収支だけでなく、5病院の医療の質を上げる、運営を効率化するという目標もあり、良質な医療を含め、期待以上の頑張りに敬意を表したい。逆に、今後の展開として、このような収支が永続可能なのかが一番大きな心配になる。各病院がそれぞれ努力するというのは１つの各論ではあるが、それだけでこれだけ黒字を出すのは非常に難しく、支出でかなり無理をしていないか心配なところ。今後、なぜ達成できたのか、それぞれの病院のもう少し具体的な分析をして示していただき、次の展開、目標をどこに設定するのか、いままでとは違う、戦略も含めた5病院全体としての取組みを期待する。いずれにしても、このような結果が出たことは、理事長以下、皆様の大変な努力があったことは間違いがないので、心より感謝したい。
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